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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	小学校第１学年　　道徳

	２　ねらい
	・働くことのよさに気付き、すすんで働こうとする心情を育てる。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・児童は、家庭や学級において様々な役割を任されたり、　　行ったりすることで、集団の一員としての意識をもち、かかわりを深めていく。そして、仕事を終えたときに親や教師の励ましや賞賛を受けることで、仕事を成し遂げた成就感や人の役に立てたことへの満足感を味わうことができる。

・本実践では、公園で遊んでいる子どもたちの声を聞かせながら動作化させることで、主人公の思いを実感させる。そして、自分で決めたことは最後までやろうと前向きに考え、行動することの大切さを味わわせたい。




くつあらい

１　学年、教科・領域　　　小学校第１学年　　道徳【4-(2)】
２　本時の目標

（1） 働くことの喜びを知り、すすんで働こうとする気持ちを育てる。

（２）「自己理解・自己管理能力」＜前向きに考える力＞
３　準備

　○　資料「くつあらい」（出典：あかるいこころ）、上靴、バケツ、たわし、場面の絵、

センテンスカード、プリント

４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）

	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　自分が今までにしたことのある仕事について発表する。

・そうじ  　・給食当番　　・日直
・係の仕事　・はし並べ　　・おふろ洗い
	○座席をコの字型にし、話しやすい雰囲気作りをする。

	２　資料を読んで、話し合う。

(1) 資料を読んで、覚えているところはどこですか。

・すすむが靴洗いを頑張って始めたところ
・公園から友達の声が聞こえたところ
・最後まで頑張ってやったところ

(2) 公園の方から、楽しそうな友達の声が聞こえてきたとき、すすむさんは、どんなことを考えていたでしょう。

・まさおさんたちと早く遊びたいな。
・今日はさぼっちゃおうかな。
・靴洗いは後回しにしようかな。
(3) 「よし、さきにやってしまおう。」と言ったとき、すすむさんはどんなことを考えていたのでしょう。

・やらないとお母さんにしかられる。
・ぼくの仕事だから頑張ろう。
・きれいにしたらほめられるかな。

３　今までの自分の仕事についての経験をプリントに書き、話し合う。

・給食当番は面倒くさいなと思ったけれど、頑張ってやったら先生にほめられてうれしかった。

・おふろ掃除は大変だったけど、お母さんに「ありがとう」と言われてうれしかった。
	○教師が範読し、読んだあとは、資料を閉じさせる。
○覚えているところを発表させながら、本　資料のあらすじを確認する。

○本資料の場面の絵を貼ることで、視覚的　に分かりやすくする。

○公園から聞こえる楽しそうな声に揺れる心情を十分にとらえさせるため、子どもたちの遊ぶ声の効果音を聞きながら動作化させ、すすむの思いを発言させる。

○すすむが、友達との遊びよりも靴洗い　を優先した理由を考えさせる。
◎子どもたちが気付いていない、いろいろ　な場面を思い起こさせるよう助言し、その意見を十分に認め、すすんで働こうとする意欲を高めるよう賞賛する。
☆頑張って仕事をすることが人の役に立つことを知り、すすんで働こうとする気持ちが高まったか、プリントから判断する。

	４　教師の話を聞く。
	○子どものころの経験で「働くって気持ちいいな」と思った話でまとめる。
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「くつあらい」
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「くつあらい」（道徳）


(1) 働くことのよさに気付き、すすんで働こうとする心情を育てる。


(2) キャリア教育としての目標


「自己理解・自己管理能力」


＜前向きに考える力＞





＜生活科＞


しごと名人になれるかな








＜学級活動＞


当番の仕事を考えよう





＜当番活動＞


・日直


・給食当番


・掃除当番





＜係活動＞





家庭でのお手伝い


（保護者との連携）





心のノートを活用し、ふだんの学校生活の中での活動を把握し、認めたり励ましたりして、継続的に指導をしていく。





本実践





＜道徳＞


4-(2)


よいと思うことはすすんで行う








